
４
月
か
ら
の
電
力
自
由
化
で
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
大
手
企
業
は
安
さ
な
ど

の
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
宣
伝
。
み
な
さ

ん
は
、
ど
こ
か
ら
電
気
を
購
入
す
れ

ば
、
得
に
な
る
か
迷
い
、
悩
ん
で
い

る
の
で
は
。

原
子
力
・
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら

の
電
気
は
買
わ
な
い
。
地
球
温
暖
化

の
見
地
か
ら
見
た
時
に
、
米
海
洋
大

気
局
は
昨
年
の
世
界
の
大
気
中
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
濃
度
の
上
昇
幅

が
過
去
最
大
「
過
去
数
十
万
年
よ
り

急
速
で
、
爆
発
的
だ
」
と
警
告
し
て

い
ま
す
。

今
、
世
界
は
Ｃ
Ｏ
2
削
減
で
石
炭

火
力
は
ダ
メ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
電
設
備
を
増
や
す
方
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
流
れ
に
反
し
て
、
日
本
の

原
発
固
執
勢
力
は
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
を

口
実
に
原
発
の
再
稼
働
（
Ｃ
Ｏ
2
を

発
生
し
な
い
？
）
を
進
め
、
更
に
コ

ス
ト
が
安
い
か
ら
と
新

石
炭
火
力
発
電
所
建
設

（
全
国
で
47
基
）
を
計

画
し
て
い
る
の
で
す
。

何
故
な
ら
石
炭
火
力
か
ら
発
生
す
る

Ｃ
Ｏ
2
量
を
原
発
稼
働
で
相
殺
し
よ

う
と
す
る
姑
息
な
狙
い
で
す
。

石
炭
火
力
（
発
）
で
全
国
の
街
は

再
び
「
公
害
の
ま
ち
に
」
逆
戻
り

石
炭
火
力
（
発
）
は
高
技
術
で
昔

の
よ
う
な
Ｃ
Ｏ
2
発
生
は
な
い
と
企

業
の
言
い
分
を
信
じ
る
通
産
省
・
環

境
省
の
姿
は
国
民
の
命
は
二
の
次
で

す
。
何
故
な
ら
石
炭
火
力
か
ら
発
生

す
る
Ｃ
Ｏ
2
量
低
減
技
術
は
、
世
界

的
に
は
未
完
成
で
あ
り
、
東
京
電
力

で
も
種
々
の
実
験
炉
で
失
敗
し
、
石

炭
火
力
か
ら
撤
退
し
て
い
ま
す
。

（
現
在
は
広
野
火
の
み
）

今
、
石
炭
火
力
（
発
）
建
設
計
画

は
、
東
電
横
須
賀
火
力
、
千
葉
火
力

跡
地
に
、
東
京
ガ
ス
が
１
０
０
万
Ｋ

Ｗ
×
２
基
な
ど
計
画
中
で
す
。

再
び
川
崎
を
公
害
の
街
に
逆
戻
り
は

ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
。

石
炭
火
力
（
発
）
の
新
規
計
画

を

止
め
れ
ば
、
既
存
の
火
力
を
早
期
に

廃
炉
に
す
る
こ
と
で
温
暖
化
対
策
に

大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。

「
原
発
ゼ
ロ
」
は
意
見
の
一
致
を
得

ら
れ
ま
す
の
で
、
原
発
を
稼
働
し
た

電
力
会
社
か
ら
の
電
気
は
購
入
し
な

い
。
同
じ
く
石
炭
火
力
（
発
）
を
電

源
に
す
る
企
業
か
ら
電
気
を
買
わ
な

い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
重
視
す
る

電
力
会
社
を
選
ぼ
う

１
、
電
源
構
成
や
環
境

負
荷
、
な
ど
の
情
報
を

一
般
消
費
者
に
開
示
し

て
い
る
こ
と
。

２
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
設
備
か
ら

の
調
達
を
中
心
に
す
る

こ
と
。

３
、
原
子
力
発
電
所
や

石
炭
火
力
発
電
所
か
ら

の
調
達
は
し
な
い
こ
と

(
常
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

分
は
除
く
）

４
、
地
域
や
市
民
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
を
重
視
し
て

い
る
。

５
、
大
手
電
力
会
社
と

資
本
関
係
が
な
い
こ
と

（
子
会
社
や
主
要
株
主
で
な
い
）

※
再
生
エ
ネ
供
給
を
目
指
す
電
力
会

社
現
在
10
社
・
今
後
更
に
追
加
予
定

主
な
会
社
、
湘
南
電
力
、
千
葉
電
力
、

生
活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
、
エ
ナ
ジ
ー

グ
リ
ー
ン
な
ど
。

最
近
、
怪
し
い
電
話
や
便
乗
商
法
が

急
増
し
て
い
る
そ
う
で
す
の
で
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
症
状
が
進
ん

で
い
る
Ａ
さ
ん
の
家
族
か
ら
、
「
家

族
に
知
ら
せ
ず
に
、
一
方
的
に
家
と

土
地
を
処
分
し
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
の
認
知
能
力
は
、
こ
の
一

年
で
著
し
く
低
下
。
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
の
社
会
福
祉
士
か
ら
、
普
段
は

海
外
で
働
い
て
い
る
家
族
の
も
と
に

「
弁
護
士
と
も
連
絡
を
取
っ
て
い
る

よ
う
だ
」
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

早
速
、
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
急
き
ょ
帰
国
し
た
家
族
、

地
域
の
不
動
産
業
の
方
と
も
連
携
し

な
が
ら
解
決
方
法
を
相
談
。
こ
の
中

で
、
Ａ
さ
ん
が
連
絡
を
取
っ
て
い
る

弁
護
士
事
務
所
の
ほ
か
同
窓
会
に
も
、

Ａ
さ
ん
が
現
金
で
数
百
万
円
渡
し
て

い
る
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。
「
土

地
は
処
分
す

る
」
と
言
っ
た
り
、

「
考
え
直
し
た
」
と
言
っ
た
り
と
、

Ａ
さ
ん
の
主
張
は
日
ご
と
に
変
化
し

て
お
り
、
家
族
も
「
一
旦
納

得
し
た
内
容
と
矛
盾
し
た
内

容
の
話
を
、
他
人
と
し
て
い

る
」
と
心
配
が
尽
き
ま
せ
ん
。

Ａ
さ
ん
は
収
入
を
心
配
す

る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
、
相

談
セ
ン
タ
ー
と
ご
家
族
で
、
土
地
を

有
効
に
貸
し
出
す
手
段
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
行
政
書
士
の
方
が

相
談
セ
ン
タ
ー
の
チ
ー
ム
に
加
わ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
後
見
人
制
度

の
活
用
な
ど
、
相
談
を
重
ね
な
が
ら
、

Ａ
さ
ん
と
ご
家
族
の
心
配
を
取
り
除

く
解
決
方
法
を
考
え
て
い
く
予
定
で

す
。認

知
症
状
を
抱
え
る
方
や
そ
の
ご

家
族
に
は
、
介
護
や
サ
ポ
ー
ト
の
不

安
や
ト
レ
ス
も
重
な
り
気
味
で
す
。

す
ぐ
に
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い

問
題
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
複
雑
で

長
期
的
な
問
題
で
も
、
ご
家
族
の
皆

さ
ん
と
相
談
を
重
ね
て
一
歩
ず
つ
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
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夜
桜

シリーズ

ご存知ですか

認
知
症
状
を
抱
え
た
ご
家
族
も

諦
め
な
い
で
一
歩
ず
つ

ライトアップされた京都円山公園の
夜桜 渡田 小林順子さん撮影

あ
な
た
は
ど
こ
か
ら

電
気
を
買
い
ま
す
か

原
子
力
・
石
炭
火
力
発
電
所
か

ら
の
電
気
は
買
わ
な
い

一弦琴
下河フンさん
ベトナム生まれ、

民族楽器

お知らせ

日時 ６月５日(日）
開場 13時45分
開演 14時

参加協力券：1,000円(飲み物・お菓子）

主催「くらしの相談センター応援

コンサート」実行委員会

ＴＥＬ 246-6823



3 月 の 相 談 内 容 と 件 数

（2月21日～3月20日に受けたもの）

高 齢 者 問 題 1 2

相談内容  　
件　　数

当月 1-3月合計

生 活 保 護 5 7

住 宅 問 題 2 8

就 職 ・ 仕 事 3 6

身 障 者 問 題 0 1

市 へ の 要 求 1 2

医 療 ・ 病 院 2 3

架 空 請 求 0 0

多 重 債 務 0 2

交 通 事 故 0 1

税金 ・ 年金 ・ 保険 0 2

離 婚 問 題 0 1

子 供 問 題 0 0

不 動 産 ・ 相 続 3 8

そ の 他 12 27

開設からの総合計
（2003年9月） 5974

合　　　　計 29 70

マンシ ョン問題 0 0

弁護士等の紹介 0 0

４月の予定

★無料法律相談日
４月１９日(火)

午後6時30分～予約が必要

です。時間が限られていま

すので用件はまとめて。

★バザー
４月１６日(土）

午前9時30分～

ご協力をお願いします。

★土・日・祝日は休み
です。

「
え
ひ
め
AI-

1
」

あ
い
い
ち

洗
濯
槽
の
掃
除
、
ペ
ッ
ト
糞
、
尿
消
臭
防
止
。

排
水
口
、
ト
イ
レ
の
消
臭
に
抜
群
の
効
果
。

土
壌
改
良
に
も
ご
使
用
で
き
ま
す
。

そ
の
他
用
途
と
い
ろ
い
ろ

５
０
０
ml
＝
２
０
０
円

噴
霧
容
器
も
あ
り
ま
す
。(

百
円
）

戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
統
一
署
名

今
月
、
署
名
10
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

定
年
を
機
に
郷
里
沖
縄
に
帰
っ

た

30
年
来
の
友
人
が
、
住
民
と
と

も
に
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
一
員
と

し
て
、
新
基
地
を
作
ら
せ
な
い
運

動
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

彼
女
と
い
っ
と
き
で
も
行
動
を
と

も
に
し
た
い
と
４
泊
５
日(
２
月)

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

(

月
曜)

午
前
５
時
30
分
村
を
乗
用

車
相
乗
り
で
出
発
。
６
時
30
分
現

地
東
村
高
江
Ｎ
ー
１
ゲ
ー
ト
前
に

到
着
。
泊
ま
り
込
み
部
隊
と
の
引

継
ぎ
。
Ｎ
ー
１
ゲ
ー
ト
前
に
テ
ン

ト
を
張
り
、
ヤ
ン
バ
ル
の
自
然
森
、

住
民
の
水
源
地
や
生
活
環
境
破
壊

は
や
め
て
と
、
建
設
を
非
暴
力
で

止
め
る
活
動
で
頑
張
る
。
３
団
体

60
名
の
訪
問
者
と
応
待
。

(

火
曜)

辺
野
古
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ

ブ
基
地
前
に
午
前
６
時

30
分
着
、

集
ま
っ
た
約

50
人
は
山
城
博
治
代

表
を
囲
ん
で
意
思
統
一
。
ゲ
ー
ト

前
で
の
行
動
開
始(

デ
モ
、
座
り
込

み
、
出
入
車
両
へ
の
説
得
活
動)

。

美
し
い
辺
野
古
の
浜
で
も
カ
ヌ
ー

船
に
よ
る
抗
議
活
動
が
続
く
。

(

水
曜)

午
前
６
時
30
分
着
。
水
曜

日
は
オ
ー
ル
沖
縄
の
オ
ー
ル
沖
縄

の
県
市
町
村
議
員
さ
ん
約
１
０
０

名
と
住
民
で
１
５
０
名
。
７
時
よ

り
山
城
代
表
の
指
揮
で
議
員
さ
ん

先
頭
に
ゲ
ー
ト
前
座
り
込
み(

写
真
）

と
交
流
。
警
視
庁
機
動
隊
が
連
日

対
峙(

翌
週
に
は
機
動
隊
に
よ
る
座

り
込
み
住
民
へ
の
乱
暴
な
ゴ
ボ
ウ

抜
き
排
除
あ
り)

。
ゲ
ー
ト
前
は
国

際
的
な
広
が
り
も
。
当
日
ア
ー
サ
ー

ビ
ナ
ー
ド
氏(
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
児

童
文
学
者
、
翻
訳
者)

が
応
援
ス
ピ
ー

チ(

日
本
語)

県
民
に
寄
り
添
う
新

聞
、
琉
球
新
報
、
沖
縄
タ
イ
ム
ズ

も
朝
か
ら
取
材
活
動
。
心
強
い
で

す
。最

終
日
に
は
、
私
の
強
い
想
い
も

あ
っ
て
沖
縄
県
が
、
沖
縄
戦
で
亡

く
な
っ
た
「
住
民
、
軍
人
、
国
籍
」

を
問
わ
ず
「
す
べ
て
の
犠
牲
者
を

等
し
く
追
悼
す
る
」

24
万
余
名
の

刻
銘
碑(

日
本
、
米
国
、
英
国
、
台

湾
、
韓
国
、
北
朝
鮮)

「
平
和
の
礎
」

に
。
県
民
の
心
が
体
現
さ
れ
大
変

心
打
た
れ
ま
し
た
。
沖
縄
は
万
国

の
人
々
が
行
き
交
う
武
器
を
持
た

な
い
平
和
な
島
で
し
た
。
基
地
に

苦
し
め
ら
れ
る
沖
縄
に
こ
の
う
え

新
基
地
を
押
し
つ
け
る
日
米
政
府

に
は
、
な
ん
の
道
理
も
あ
り
ま
せ

ん
。

「
普
天
間
閉
鎖
、
辺
野
古
、
高
江

に
新
基
地
つ
く
る
な
！
」

こ
の
お
も
い
を
強
く
し
た
沖
縄
行

き
で
し
た
。

《
付
記
》

●

裁
判
所
和
解
交
渉
開
始
が
３
月

４
日
に
合
意
し
、
工
事
も
中
断
し

ま
し
た
が
オ
ー
ル
沖
縄
の
方
々
は

全
面
解
決
ま
で
、
引
き
続
き
現
地

抗
議
を
続
け
る
と
表
明
し
て
い
ま

す
。
応
援
続
け
ま
し
ょ
う
！

●

３
月

21
日
、
辺
野
古
基
地
所
属

米
兵
に
よ
る
女
性
暴
行
事
件
に
２

５
０
０
人
が
ゲ
ー
ト
前
抗
議
集
会

に
集
ま
る
！
琉
球
新
報
は
翌
日
ト
ッ

プ
記
事
で
伝
え
る
。
本
土
の
新
聞
、

テ
レ
ビ
は
伝
え
た
だ
ろ
う
か
？
。

運
営
委
員

藤
野
昭
夫

高
江
に
新
オ
ス
プ
レ
イ
パ
ッ

ト
を
つ
く
る
な
！

辺
野
古
に
新
基
地
を

つ
く
る
な
！

沖
縄
県
民
の
総
意
「
平
和

の
礎
」
へ

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
！

所
長
代
理
の
片
柳
す
す
む
さ
ん
に

２
月
末
ツ
レ
ア
イ
が
３
人
目
の
女
の
子

を
無
事
出
産
し
ま
し
た
。
４
歳
の
長
男
・

２
歳
が
「
赤
ち
ゃ
ん
が
来
た
！
」
と
嬉

し
そ
う
に
娘
を
抱
っ
こ
し
て
い
る
姿
を

見
る
と
、
「
平
和
な
日
々
を
守
ら
な
い

と
」
と
強
く
思
い
ま
す
。

ど
の
子
も
ど
の
親
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
、
相
談
活
動
を
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

今月の相談
このところ目立つ相談内容は、今の日本の

生きづらさの反映か高齢者からのものが多

く、もう働けないので生活保護を受けたい。

家のローンが払えず競売にかかっているの

で生活保護を申請したいという生活保護に

かかわる相談が5件もありました。さらに、

物忘れがひどくなったので後見人契約を結

びたいので紹介してほしいなど相談もあり

ました。

赤ちゃんを抱っこ
している長男と次
男の兄弟。
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